














無視されているのは、いわゆる「忘れられた戦争」 すなわち 1950 年に
北朝鮮の唐突な侵攻で始まり、53 年に終結するまで 3 万 5 千人ものア
メリカの若者を犠牲にしてどちらも勝利することなく終わった、むごた













































































ながら、ロンドンの金融街 ( シティ ) を行き交う人々の写真で、優れた
評価を得ている。ウォーカー・エヴァンズ (Walker Evans) と知り合った
ことはさらに重要な意味を持っている。エヴァンズはすでに名をなした
写真家であり、すでに知己を得たスタイケンとともに、フランクのグゲ
ンハイム奨学金 (Guggenheim Fellowship) 申請の際、推薦者になる。獲得




ロバート・フランクの『アメリカ人』(The Americans) はウォーカ ・ーエヴァ
ンズの『アメリカン・フォトグラフス』(American Photographs, 1938) の
直接的後継作だと説明する。（6）  確かにアメリカ社会とその人間たちを
広く取材しアメリカを総体としてとらえようとした点で、その野心と企
画は類似する。30 年代と 50 年代という大いに異なる時代の写真集であ
るにもかかわらず、類似する側面がある。しかし、その内実はかなり異
なる。エヴァンズを知る人は、彼がかかわった大規模な 30 年代の企画
































































る。同年 6 月、写真集に納める写真を 83 枚に絞り込む。776 巻のフィ
ルム、27,000 コマの写真からこれらが絞り込まれたことになる。最初、
序文はエヴァンズが書いたが、フランクは気に入らず、9 月に初めて出
会ったジャック・ケルアック (Jack Kerouac) に依頼し実現する。(ケルアッ
クは『路上にて』(On the Road, 1957) を出版し、『ニューヨーク・タイム
ズ』の書評でも新世代の表現者として好評であった。）12 月『アメリカ
























真展『人間家族』(The Family of Man) に言及してもいいだろう。この写
真展は MOMA の写真部門の責任者、エドワード・スタイケンが長年か
けて企画し、展示計画を決めたもので、世界中の 68 カ国、273 人の写
真家による 503 枚の写真展であった。この写真展の目的は明確で、スタ
イケンのアイデアでは、いわば世界中の人類の本質的同一性の鏡を示す










































































































































































































































































（1）  Philip Lisa, The American Culture and Arts, II, 1950-2000 (Whitney Museum/ 
Norton, 1999), p.30 掲載の写真。
（2）  朝鮮戦争を終結させたアメリカ軍の将軍 Matthew Ridgway の戦争の回顧録
のタイトルは The Forgotten War というものだった。適切な表現として言及
している David Halberstam, The Fifties (1993) を参照されたし。
（3）  アイゼンハワーは 1954 年の “flag day speech” でアメリカ国旗に対し愛国
心と忠誠を示すように呼びかけた。(Martin Halliwell, American Culture in 
the 1950’s, p.205 より ) またそれは「誓約の誓い」として定められることに
なった。以下にその言葉を記す。“I pledge allegiance to the flag of the United 
States of America, and to the Republic for which it stands, one nation under God, 




（4）  Lisa Philips, The American Culture and Arts II, p.32 より。 見出しは “Is He the 
Greatest Living Painter in the United States?” となっていて、絵を背景にした
Jackson Pollock の姿が提示されている。
（5）  U.S.Camera Annual を和訳した。
（6）  Jonathan Green, American Photography: A Critical History 1945 to the Present 
(Abrams, 1984), p.81.
（7）  ibid., p.85.
（8）  この出来事は Jeff L. Rosenheim, “Robert Frank and Walker Evans,” より知っ
た。この記事は Sara Greenough (ed.), Looking in Robert Frank's The Americans 
(National Gallery of Art / Steidl, 2009),p.154 にある。
（9）  Miles Ovell, American Photography (Oxford U.P, 2003), p.116 にはスタイケン
のその発言の一部が引用されている。それは、“essential oneness of mankind 
－ 52 －








（12）  Robert Lowell, “Skunk Hour” は Life Studies (1959) にある。ちなみにこの詩
集の他の詩、“Memories of West Street and Lepke” という詩に ｢ 沈静化され
た 50 年代 ｣(tranquilized fifties) という、詩人なりの 50 年代の性格の形容が
あるのはよく知られている。
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